
ワークショップDay1『川崎の未来ビジョンを描く』 2022年10月20日
市民・企業・大学・行政等、多様な主体との共創により、みどりの力を活かして『みどりでつなげる、暮らしやすく住み続けたいまち、

川崎』の実現を目指す本プロジェクト。
初回10月20日は３３の企業・団体と、２０近い多岐にわたる部署の川崎市職員が参加。５テーマのグループに分かれて川崎をどの

ようなまちにしたいかを話し合い、『川崎の未来ビジョン』を共有しました。(5グループのとりまとめ結果は別紙を参照ください。)

WS1

【次回までのお願い】

① 「実現したいポストイット(黄色の
カード)」を3つお選びください

② 追加意見等あれば、次回WS2
の振り返り時にご発言ください。

※詳しくは案内メールをご覧ください。
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チェックイン
～お互いを知り合う～

2人、3人、グループ全体と、人数を広げな
がら互いに自己紹介。
少しづつ参加者同士の距離を縮めました。

「みどりでつながる、暮らしやすく住みやす
いまち」ってどんな姿で、どんな景色？
ポストイットに書き込み、グループメンバー
で共有。ポストイットは整理して、似た内容
のものは束ねてラベリング。
さいごに、他グループのとりまとめ結果も
全員で共有しました。

ワークショップ
～川崎の未来ビジョンを描く～

G２：脱炭素×みどりG２：脱炭素×みどり G３：体験・学習×みどりG３：体験・学習×みどり

G４：健康・スポーツ×みどりG４：健康・スポーツ×みどり G５：コミュニティ×みどりG５：コミュニティ×みどり

グループ紹介

G1：ICT×みどりG1：ICT×みどり

テーマ別に５つのグループになって
今後も話し合いを進めていきます。












